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2016年度大規模計算機システム利用による研究成果、論文一覧 

 

この一覧は、本センター大規模計算機システムを利用して 2016年 4月から 2017年 3月までに得られ

た研究成果について、利用者から報告されたものを掲載しています。 
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SC16 出展報告

伊達 進 (准教授)1 木戸善之(講師) 1 吉川隆士 (招へい教授)2    Chonho Lee (特任准教授（常勤）)2  

笹尾朋貴 3 

応用情報システム研究部門 1 先進高性能計算機システムアーキテクチャ共同研究部門 2 

情報推進部情報基盤課 3 

 

  2016年 11月に米国ユタ州 Salt Lakeにて開催され

た国際会議/展示会 SC16において、当センターの概

要、研究内容、および事業内容を紹介するための展

示ブースの出展を行った。本稿ではその展示内容や

当日の様子等について報告する。 

 

1. はじめに 
  大阪大学サイバーメディアセンターでは、例年、

米国で開催される国際会議 SC において展示ブース

を出展する活動を継続している。SC とは、The 

International Conference for High Performance 

Computing,Networking, Storage,and Analysis という正

式名称を持つ、IEEE Computer Society および ACM 

SIGARCH によって開催されている国際会議であ

り、ハイパフォーマンスコンピューティング(HPC)

分野におけるトップレベル会議の一つである。それ

と同時に、SCは HPCに関する最新機器や最先端技

術の国際見本市でもある。そのため、北米を中心と

した研究者や技術者に限らず、欧州、アジアの研究

者や技術者が集う最大級の国際会議／展示会となっ

ており、ここ数年では登録者数は 1万人を超える数

字が記録されている。当センターによる展示ブース

の出展は、2000 年の初出展から数え、今回で 17 回

目となる。 

 2016 年の SC（通称 SC16 は、米国ユタ州ソルト

レーク市にある Calvin L。  Rampton Salt Palace 

Convention Center (以下、ソルトレークコンベンショ

ンセンター: 図 1)にて、11月 13日から 18日までの

期間に開催された。なお、ソルトレークでの SC の

開催は、2012 年度に続いて 2 度目となり、本セン

ターのソルトレークでの展示も 2度目となる。 前回

開催された 2012年度においては、開催直前に大雪と

なり、非常に寒かった記憶があるが、今年度の開催

は比較的温暖であり、日中外をあるくと汗ばむほど

であった。 ただ、陽が落ちると急激に寒くなり、コー

トをきても寒い。 また、非常に乾燥しているため、

唇や喉の乾きと戦わなければならないという事情も

あった。 また、ソルトレーク市は海抜 1320メート

ルの高地であるのが関係しているかどうかはわから

ないが、とても空気が澄んでいるように感じられた。 

これは日常の多忙な生活から解放されたひと時を味

わえていた要因が大きく影響しているのかもしれな

い。  

 

図 1 ソルトレークコンベンションセンター 

 

 ソルトレークは美しい街として知られる。 街並み

も美しく、街の周辺にみえる山並みも美しい。 滞在

後半には山並みに冠雪がみられた。  

 徐々に大規模化傾向にある国際会議・展示会 SCを

収容できるコンベンションセンターを持つ都市が米

国でも数少なく、調整も難しい事情があるようであ

る。 ソルトレークは 1万人規模の参加者を収容でき

るコンベンションセンターを有しており SC の開催

が可能であったが、来年 2017年度の開催はまたもや

デンバー(2001、2013 年度に開催)での開催となるよ

うである。  
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2. 展示内容 
  本年は、以下に紹介する当センターおよび情報推

進部の教職員 6名、関連研究部門に配属されている

大学院生 3名、サイバーメディアセンターとの共同

研究を推進中の TIS株式会社、NEC中央研究所より

それぞれ 1 名の合計 11 名という構成で展示ブース

の運営に望んだ。展示者の記念撮影風景を図 2に示

す。  

 ブース展示は、11月 14日から 17日までの 4日間

行われた。その間の当ブースへの来訪者数は、ID

バッジの読み取り数で数えて 411名であった。2015

年度の 399名に比べて 12名増加している。 今年度

も昨年度同様の 400 名程度の方に本センターの概

要、事業内容、研究活動について紹介・報告できた。 

この数字は一昨年もほぼ同数であり、本センターの

ブースサイズ、ブース要因規模では上限であるかも

しれない。 実際のところ、ブース来訪者によっては

10分以上もブースに滞在され、ブース展示要員と話

しをしている方もおられたので、対応人数だけで

ブース展示の効果・意義を図れるものではないが、

全体を振り返り、今年度の SC でのアウトリーチ活

動もよい結果を残せたと考えている。 さらにいえ

ば、バッジの読み取りは、本センターの展示ポスター

を 2枚以上見ていただいた方を原則的に行っている

ため、1 枚ポスターを見て帰られた方、挨拶にお越

しになられた方などはカウントされていない。 その

ため、ブースに来訪していただいた方の実際数は、

2-3割程度多かったと展示者一同考えている。  

 

図 2 SC2016での記念撮影 

 

 

 

  以下、SC16 にて大阪大学サイバーメディアセン

ターの出展ブースで行った展示内容について紹介す

る。（括弧内は担当者名、順不同、敬称略） 

 

(1) About US: Cybermedia Center、 Osaka University 

(木戸、笹尾) 

本ポスターでは、サイバーメディアセンターに関

する概略、特にミッション、取り組みなどについて

の紹介を行った。  

ブース来訪者からは、大阪の所在地や文化など一

般的な質問から、サイバーメディアセンターが提供

しているアクティブラーニングスペースについて大

学として教育設備などの質問があった。また、学内

だけでなく学外に対しても、施設・サービスを提供

しているという点について、驚く方が多かった。 ま

た ITコア棟の空調設備等についても説明し、データ

センターとしての側面から興味を持っていただける

応用情報システム研究部門 

  スタッフ    下條真司  

          伊達 進          

         木戸善之    

  大学院生   高橋慧智 

            山田拓哉 

  学部学生   三澤明寛 

先進高性能計算機システムアーキテクチャ共同

研究部門 

  スタッフ   吉川 隆士(招へい教授) 

                  Chonho Lee (特任准教授 

（常勤）) 

情報推進部情報基盤課 

         笹尾朋貴 

共同研究者 

            高橋雅彦 (日本電気株式会

社) 

             村木暢哉 (TIS株式会社) 

 

                

 

－ 58－



方々もおり、サイバーメディアセンターの様々な取

り組みについても紹介することができた。 

 

 
 図 3 ポスター説明を行う木戸 

 

(2) Large-scale Computing and Visualization Systems 

at the Cybermedia Center (木戸、笹尾) 

 本ポスターでは、大規模計算機システム及び大規

模可視化システムの構成や利用状況についての紹介

を行った。  

 ブース来訪者からは、サイバーメディアセンター

の計算機システム、プロセッサ、ファイルシステム、

大規模可視化装置についての質問の他、GPUに関す

る質問が多く寄せられた。 質問の多くは、「どれく

らい使用されているのか？」又は「どういった用途

で使用しているのか？」といった GPUに関する質問

であった。 特に GPGPUは同時に利用できる数や、

ノード数など、性能に直結する内容に興味を示す来

訪者が多かった。  

 年々様々な最新技術が登場しており、今回のブー

ス展示は技術動向を調査する非常によい機会となっ

た。 全国の研究者が利用する全国共同利用施設とし

て、利用者にとって使いやすいシステムの運用・構

築に、生かしていきたい。  

 

図 4 ポスター説明を行う笹尾 

 

(3) SDN-enhanced MPI: Towards Dynamic and 

Application-aware Interconnect Architecture (高

橋)  

  本ポスターでは、当センターで研究開発に取り組

んでいる SDN-enhanced MPI フレームワークを紹介

した。 SDN-enhanced MPIは、ソフトウェアにより

ネットワークを動的に制御可能にする技術である

Software-Defined Networking (SDN) と、HPC分野に

おいて業界標準的に用いられている並列分散プログ

ラミングライブラリであるMessage Passing Interface 

(MPI) を統合することにより、アプリケーションの

通信性能の向上を目指すフレームワークである。  

  ブース来訪者の中でも、特に高性能ネットワーク

技術や MPIを専門としている研究者・技術者の方々

が本ポスターに興味を持ってくださった。 現在、

SDN-enhanced MPI の主目的はアプリケーションの

性能向上だが、耐障害性や電力性能の向上にも応用

できるのではないか、というご意見もいただいた。  
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図 5 ポスター説明を行う大学院生(高橋君) 

 

(4) A Proposal of Access Control Mechanism Towards 

IoT Era (山田、村木) 

 

 
図 6 ポスター説明を行う大学院生(山田君) 

 

 本ポスターでは、IoT (Internet of Things) 時代の

ネットワークのためのアクセスコントロール機構の

研究について紹介を行った。  

 展示会では、来訪者の方からおおむね好評な反応

をいただくことができた。 また、「実際のネットワー

クを用いた実証実験を行うべきだ」、「アクセス制御

処理によって生じる遅延はどの程度になるか検証す

べきだ」といったフィードバックも頂くことができ

た。  

 

(5) Hi-IaaS: High Performance Computing 

Infrastructure as a Service  

(吉川、高橋(雅)、三澤) 

 掲題について、ポスター展示と動態デモを行った。 

GPUマシンや MPIクラスタなどの HPCリソースを

JOBごとにダイナミックに構成変更を行ってユーザ

の要求に合わせて提供するシステムである。  

計算機センター関係者からは（北大、海洋研、さく

らインターネットなど）システム導入時にどのよう

な構成にするのか決められなくて困っているとのこ

とで、このシステムへの期待を示された。  

 

図 7 動態デモの様子 

 

(6) Towards a Smart Healthcare System for 

Orthodontic and Dental Treatment (Lee) 

 このポスターでは、現在サイバーメディアセン

ターと大阪大学歯学部附属病院矯正科で行っている

共同研究について、大規模計算機利用のケーススタ

ディとして発表した。  

 まずは高齢化社会に伴う医療費の増加と医師の労
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働負担増加への対策を考える事の重要性を述べて、

そこで計算機と情報通信・情報科学技術が担う役割

や方法について来訪者と話し合うことが出来た。    

 アプリケーションの例として、Deep Learning（深

層学習）技術を利用した画像診断・治療計画書作成

の自動化について説明した。  来訪者の Deep 

Learning 技術への関心は高く、マルチモダルデータ

（画像・テキスト等）の扱いに関する質問が多かっ

た。 これからの進捗状況や結果について興味を持つ

方も多かった。  

 

         図 8 ポスター説明を行う Lee 

 

3. 他ブースでの活動 
 本年度の SCでは本センターのブース展示以外にも

研究成果報告が行われたので報告する。 

 

NECブースでの事業・研究紹介 

  “Research Collaboration with NEC towards Software 

Defined HPC”というタイトルで応用情報システム研

究部門准教授 伊達が展示 3日目となる 11月 13日 

2:15pmより研究紹介発表を行った。 当該発表では、

本センターに 2016 年に設立された先進高性能計算

機システムアーキテクチャ共同研究部門と本セン

ター間で推進されている研究活動およびその成果に

ついて発表した。 より具体的には、本センターの利

用者の計算機資源要求の多様化に着眼し、多様化さ

れた計算機資源要求に応じて計算機構成を変更する

Hi-IaaSコンセプト（上述）について報告した。  

図 9 NECブースで発表する伊達 
 

4. おわりに 
 今年度の展示においても、大阪大学サイバーメ

ディアセンターの大規模計算機および可視化事業を

はじめとし、高性能計算・ネットワーキングに関す

る研究成果を欧米を中心とした 400名強の来訪者に

アウトリーチすることができた。 来年度の SCの開

催は米国コロラド州デンバー市で同時期に開催され

るが、大阪大学サイバーメディアセンターのプレゼ

ンス向上とともに、情報公開、アウトリーチ活動に

も引き続き尽力していきたいと考える。  

 関係各位には更なるご支援とご協力をお願いした

い。 

当日展示したポスターの PDFや、その他の写真な

ど、ここで紹介しきれなかった内容については 

下記ウェブページに掲載されています。こちらも

ぜひご覧ください： 

 

http://sc. cmc.osaka-u.ac.jp/ 
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第 22回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2016)報告および 

第 23回スーパーコンピューティングコンテスト(SuperCon2017)告知 
 

大阪大学サイバーメディアセンター准教授  吉野 元 

 

 

1. Supercon2016 

  昨年 2016 年 8 月 22 日から 26 日までの 5 日間に

わたって、 高校生･高専生を対象とする「スーパー

コンピューティングコンテスト(SuperCon2016)」が

開催されました。 東日本から 8 チーム、西日本から

12 チームが予選を通過し、本戦に進みました。 

 このコンテストは、 2 名又は 3 名を 1 チームとす

る高校生･高専生の参加者たちが、与えられた課題を

解くプログラムを 3 日間に渡って作成し、 最終日に

スーパーコンピュータで実行して、 解答の正確さや

計算の速さを競うもので、 そのレベルの高さから、 

別名「電脳甲子園」とも呼ばれています。 過去の出

場者が大学進学後に国際大学対抗プログラミングコ

ンテストで活躍するなど、 次世代の情報科学を担う

若手育成にも貢献しており、 2008 年度の文部科学

大臣賞も受賞しています。  

  1995 年の第 1 回から 2005 年の第 11 回までは東京

工業大学 (東工大 )学術国際情報センター (Global 

Scientific Information and Computing Center:GSIC)の

単独主催でしたが、 2006 年の第 12 回からは大阪大

学(阪大)(Cybemedia Center:CMC)も共同主催してい

ます。 予選に参加したチームの中から、富士川以東

50Hz 地域からは 10 チームが、 60Hz 地域からはや

はり 10 チームが参加します。 東工大と阪大の二つ

の会場で同時に開催した年は、wiki やポリコムなど

で相互に交流し、 開会式･表彰式などもポリコムを

使って二元中継で行ってきました。 このコンテスト

は 5 日間にも渡る合宿型で、 実際にスーパーコン

ピュータを高校生･高専生が使うことができるとい

う、 世界的にも大変ユニークなものです。 原則と

して毎年交互に両大学のスーパーコンピュータを使

います。 2007, 2011 年は阪大 CMC の SX-8R が、 

2009 年は SX-9 が、2015 年は SX-ACE が使われま 

 

した。昨年 2016 年は、東工大 GSIC の TUBAME 2.5

が使われました。 

 

2. 予選 

  2016 年の予選課題は 6 月 1 日に下記の SuperCon 

web に公表されました。この予選課題を解くプログ

ラムを作成し、 6 月 17 日正午までにプログラムを

含む必要書類を添付してメールで申し込んでもらい

ました。 2016 年は 37 チームが予選に参加しました。 

予選問題は、 スーパーコンピュータを使わなくても

学校や家庭にある普通のパソコンでも解けるような

課題が出題されます。2016 年の予選課題は、阪大の

作成チームによる「虫食い魔法陣」というものでし

た。これは大きさが 3x3 から 6x6 までの魔法陣の盤

面が示され、その一部が虫食い状態になっているも

のを正しく完成させるというものです。これを含め、

過去の予選課題、 本選課題は SuperCon web に全て

掲載されています。 また、 参加者が 2 名以上集ま

らない人のために、 希望者には「認定証」も発行し

ています。 予選課題を正確に解くプログラムが書け

たら、「スーパーコン 1 級」が認定されます。 問題

のレベルに応じて 2 級と 3 級もあります。 

 

3. 本選 

本選の初日は開会式で参加チームの紹介、 本選課

題の発表、 攻略法の解説がありました。本戦課題は

東工大の作成チームによるグラフの最短経路長に関

する問題でした。実際の本戦では、課題に取り組む

前に、TUBAME、特にその GPU を利用するための

オリエンテーションと講義が行われ、 チームごとに

本選課題を解くためのプログラム設計に入りました。 

そして、本選 2 日目から 4 日目の午前中まではチー

ムごとにプログラムを作成しました。 この間コンテ
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スト OB を含む大学生･大学院生がチューターとし

てバグ取りなどを手伝いました。 ただし、課題その

ものに関する助言はしません。 最終日の成果発表会、 

表彰式の後には懇親会も行われました。 高校生･高

専生の参加者たちと、 両大学の教員、 学生チュー

ターたちが、 プログラミングや大学について語らう

大切な時間となっています。 

 

4. SuperCon 2017 の告知 

  2017年は 8月 21 日から 25 日までの 5 日間での開

催を予定しています。 予選課題は 5 月 31 日に公表

予定で、 課題提出〆切は 6 月 16 日正午です。 使

用するスパコンは、阪大 CMC の SX-ACE の予定で

す。 本年もチャレンジする高校生･高専生、引率の

先生方など参加者の皆さんに喜んでいただけるよう

様々な工夫を凝らそうと関係者一同考えています。 

本稿が皆様のお目に触れるときには既にスケジュー

ルが進行しているかもしれませんが、もしも可能な

ら ば み な さ ま も お 知 り 合 い の 高 校 生 に 

SuperCon2017 というものがあり、大変に楽しい行事

であることを呼びかけてください。また、来年以降、

すなわち SuperCon2018 以降への参加、お申し込み

をご検討頂ければ幸いです。 

 

5. Web 

http://www.gsic.titech.ac.jp/supercon/ が

コンテストページです。 ぜひ一度御覧ください。 
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大規模計算機システム利用者講習会等の紹介 
 

大阪大学サイバーメディアセンター准教授  降籏 大介 

 

 

1. 概要 

サイバーメディアセンターの教職員をはじめ、大

阪大学の大規模計算機システムの運営、開発、支援

に関わっている関係者は、システムをユーザにより

有効に活用していただくために何が出来るかを日々

考えています。 

たとえばその一端として、マニュアル・ドキュメ

ント類を充実させること、ユーザからの質問をメー

ルなどで受け付け適切に返答するための仕組みの構

築と維持、それらを明文化するための FAQ の整備

などの活動を行っています。そしてそうした活動の

中でもわれわれが重要と考えているのが、ここで紹

介する利用者講習会です。利用者講習会は計算機ユ

ーザへ知識を伝える場だというだけでなく、その場

での質問などを通じてユーザと直接やりとり出来る

場でもあり、大変貴重な機会です。そのためしばし

ば、大規模計算機システムの運営・開発・管理・支

援などを行っている関係者が立ち会います。 

そして、その講習会の内容は、OS である Unix 環

境、スーパーコンピュータのハードウェアについて

の概要説明といった入門的内容から、大規模計算を

行う近年のユーザにとって重要な OpenMP, MPI な

どの並列計算通信プロトコルの概要からこれらを上

手に使いこなすための各種プログラミング技法の詳

細、各方面の専門家用の特殊なソフトウェア等々、

多岐にわたります。こうした内容はユーザの要望に

沿って、計画されています。詳しくは次ページに掲

載しております表に掲載しておりますが、大規模計

算機の利用者だけではなく、学生、教員、研究者を

幅広く対象とし、年に 14〜15回開催しております。

また、より詳細な情報をサイバーメディアセンター

大規模計算機システムの web において掲載してお

りますので、ぜひご参照ください。 

 

2. 多忙な方も参加しやすく 

近年、学生も研究者も大変に多忙です。これをう

けて、サイバーメディアセンターの講習会は原則と

して 年に 2回、ほぼ同じ内容の講習会を時期をずら

して開催するように工夫しています。実際には、6

月頃と 10月頃に集中的に開催しています。これは、

「学期始まりや学期末の時期は外して欲しい」「あま

り遅い時期では、学生の研究開始に間に合わない」

などのユーザの声を反映したもので、なるべく多く

のユーザが参加できるように、また、講習会の受講

が意義あるものになるようにと配慮した結果です。 

また、Gaussian などの研究者用専門ソフトウェア

の講習会では講師を確保しにくいという問題があり

ますが、われわれは東北大学と協力してテレビ会議

システムを用いることで講師を確保して講習会を開

催しています。 

こうした努力の甲斐あってか、これまでに各講習

会ともに一定数のユーザの参加をいただいており、

講習会をユーザの皆様に役立てていただいていると

考えています。 

 

3. 初学者にも優しく 

未参加の方にとって、こうした講習会は敷居が高

いと思われがちです。しかし、先に述べたように初

学者も講習会の対象で、1年間のおおよそ 15回程度

の講習会のうちおおよそ 1/4 は初学者が対象の内

容のものです。 

具体的には、OS である Unix の簡単な操作方法

の解説や、スーパーコンピュータのハードウェアの

概要説明、細かい技法の説明の前に必要となる並列

計算の概念の説明などからなります。スーパーコン

ピュータを使うユーザというと、こうした知識やプ

ログラミング技法について通じた大変なプロフェッ

ショナルばかりと想像されることもありますが、も

 

スト OB を含む大学生･大学院生がチューターとし

てバグ取りなどを手伝いました。 ただし、課題その

ものに関する助言はしません。 最終日の成果発表会、 

表彰式の後には懇親会も行われました。 高校生･高

専生の参加者たちと、 両大学の教員、 学生チュー

ターたちが、 プログラミングや大学について語らう

大切な時間となっています。 

 

4. SuperCon 2017 の告知 

  2017年は 8月 21 日から 25 日までの 5 日間での開

催を予定しています。 予選課題は 5 月 31 日に公表

予定で、 課題提出〆切は 6 月 16 日正午です。 使

用するスパコンは、阪大 CMC の SX-ACE の予定で

す。 本年もチャレンジする高校生･高専生、引率の

先生方など参加者の皆さんに喜んでいただけるよう

様々な工夫を凝らそうと関係者一同考えています。 

本稿が皆様のお目に触れるときには既にスケジュー

ルが進行しているかもしれませんが、もしも可能な

ら ば み な さ ま も お 知 り 合 い の 高 校 生 に 

SuperCon2017 というものがあり、大変に楽しい行事

であることを呼びかけてください。また、来年以降、

すなわち SuperCon2018 以降への参加、お申し込み

をご検討頂ければ幸いです。 

 

5. Web 

http://www.gsic.titech.ac.jp/supercon/ が

コンテストページです。 ぜひ一度御覧ください。 
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ちろんそれは違います。どなたも「最初は初心者」

です。そして、細かい技術についてのマニュアルは

豊富に見つかっても基礎的な概念や手法については

なかなか良い資料・ドキュメント類が見つからない

ということは珍しくないのです。 

われわれサイバーメディアセンターでは、こうし

た点を補い、より広い分野・方面の方にユーザとし

てシステムを使ってもらうべく、常に初学者に優し

くありたいと考え、講習会をこのような構成にして

います。 

 

4. プロフェッショナルな方も 

もちろん、われわれは初学者ばかりでなくプロフ

ェッショナルなユーザへの支援も怠っておりません。

各種の専門的な内容について、多くの講習会を計画

し、そして実施しています。 

近年の並列計算プログラミングに必須である 

MPI についての講習会はもちろんのこと、スーパー

コンピュータや大規模並列計算機が活躍の場である

言語 HPF (High Performance Fortran) についての専門

家による講習会、そして、AVS, Gaussian といった

専門分野に特化したソフトウェアの講習会も行って

います。 

一部の講習会は、大規模計算機システムの開発そ

のものを行っている会社から技術者を講師として招

いて実施しており、技術の非常に微細な部分に至る

まで専門的な議論を行うことが出来る機会としてユ

ーザーの皆様にご利用いただいております。 

 

5. ぜひご参加され、そしてフィードバックを 

  講習会の情報については、われわれサイバーメデ

ィアセンターの web  

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lecture_event/lecture/ 

にて常に公開しております。情報は随時更新してお

りますので、ぜひ頻繁にご覧になり、ご興味のある

講習会に積極的にご参加ください。皆様のご参加を

常に歓迎いたします。 

また、大規模計算機のハードウェア、ソフトウェ

ア、そしてユーザの使い方といったものは日々変化

していくものです。上記に述べたように様々な工夫

や努力を通じて開催している講習会ではありますが、

こうした変化に合わせ、講習会のありかたも変化、

進歩していく必要があります。そして、それにはユ

ーザの方々からいただく意見がなにより重要です。

そのフィードバックの先により良い講習会の実現が

あるのです。ユーザの皆様におかれましては、遠慮

をせずに、いつでも構いませんので、講習会につい

ての要望をぜひサイバーメディアセンターまでお聞

かせください。 
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2017 年度 大規模計算機システム利用講習会 

 
 講習会名 

開催 

日時 
講師 開催場所 

1 
スパコンに通じる 

並列プログラミングの基礎 
6月開催 

サイバーメディアセンター 

 降旗 大介 准教授 

サイバーメディアセンター

本館 

2 スーパーコンピュータ利用入門 6月開催 

サイバーメディアセンター 

 吉野 元 准教授 

 木戸 善之 講師 

 情報基盤課 技術職員 

サイバーメディアセンター

本館 

3 SX-ACE 高速化技法の基礎 6月開催 日本電気(株) 
サイバーメディアセンター

本館 

4 並列コンピュータ 高速化技法の基礎 6月開催 日本電気(株) 
サイバーメディアセンター

本館 

5 SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI) 6月開催 日本電気(株) 
サイバーメディアセンター

本館 

6 SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF) 6月開催 日本電気(株) 
サイバーメディアセンター

本館 

7 
スパコンに通じる 

並列プログラミングの基礎 

9月 

開催予定 

サイバーメディアセンター  

降旗 大介 准教授 

サイバーメディアセンター

本館 

8 スーパーコンピュータ利用入門 
9月 

開催予定 

サイバーメディアセンター 

 吉野 元 准教授 

 木戸 善之 講師 

 情報基盤課 技術職員 

サイバーメディアセンター

本館 

9 SX-ACE 高速化技法の基礎 
9月 

開催予定 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

本館 

10 並列コンピュータ 高速化技法の基礎 
9月 

開催予定 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

本館 

11 SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI) 
9月 

開催予定 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

本館 

12 SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF) 
9月 

開催予定 
日本電気(株) 

サイバーメディアセンター

本館 

13 AVS可視化処理入門 
9月 

開催予定 
サイバネットシステム(株) 

サイバーメディアセンター

本館 

14 AVS可視化処理応用 
9月 

開催予定 
サイバネットシステム(株) 

サイバーメディアセンター

本館 

 
 

テレビ会議システムによる講習会配信 

 

 講習会名 
開催 

日時 
開催期間 受講場所 

15 Gaussian講習会 
8月 

開催予定 
東北大学 

サイバーメディアセンター

本館 

 

 

ちろんそれは違います。どなたも「最初は初心者」

です。そして、細かい技術についてのマニュアルは

豊富に見つかっても基礎的な概念や手法については

なかなか良い資料・ドキュメント類が見つからない

ということは珍しくないのです。 

われわれサイバーメディアセンターでは、こうし

た点を補い、より広い分野・方面の方にユーザとし

てシステムを使ってもらうべく、常に初学者に優し

くありたいと考え、講習会をこのような構成にして

います。 

 

4. プロフェッショナルな方も 

もちろん、われわれは初学者ばかりでなくプロフ

ェッショナルなユーザへの支援も怠っておりません。

各種の専門的な内容について、多くの講習会を計画

し、そして実施しています。 

近年の並列計算プログラミングに必須である 

MPI についての講習会はもちろんのこと、スーパー

コンピュータや大規模並列計算機が活躍の場である

言語 HPF (High Performance Fortran) についての専門

家による講習会、そして、AVS, Gaussian といった

専門分野に特化したソフトウェアの講習会も行って

います。 

一部の講習会は、大規模計算機システムの開発そ

のものを行っている会社から技術者を講師として招

いて実施しており、技術の非常に微細な部分に至る

まで専門的な議論を行うことが出来る機会としてユ

ーザーの皆様にご利用いただいております。 

 

5. ぜひご参加され、そしてフィードバックを 

  講習会の情報については、われわれサイバーメデ

ィアセンターの web  

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/lecture_event/lecture/ 

にて常に公開しております。情報は随時更新してお

りますので、ぜひ頻繁にご覧になり、ご興味のある

講習会に積極的にご参加ください。皆様のご参加を

常に歓迎いたします。 

また、大規模計算機のハードウェア、ソフトウェ

ア、そしてユーザの使い方といったものは日々変化

していくものです。上記に述べたように様々な工夫

や努力を通じて開催している講習会ではありますが、

こうした変化に合わせ、講習会のありかたも変化、

進歩していく必要があります。そして、それにはユ

ーザの方々からいただく意見がなにより重要です。

そのフィードバックの先により良い講習会の実現が

あるのです。ユーザの皆様におかれましては、遠慮

をせずに、いつでも構いませんので、講習会につい

ての要望をぜひサイバーメディアセンターまでお聞

かせください。 

  

－ 66－ － 67－



2016 年度 大規模計算機システム利用講習会 アンケート集計結果 

 

◆受講者数 
 

学内 学外

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/6) 40 34 32 2

スーパーコンピュータ概要と
スーパーコンピュータ利用入門(6/10)

18 17 13 4

SX-ACE 高速化技法の基礎(6/16) 4 3 2 1

並列コンピュータ高速化技法の基礎(6/17) 5 3 2 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(6/23) 13 11 10 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(6/24) 2 1 0 1

Gaussian講習会(8/30) 6 5 2 3

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/2) 21 10 9 1

スーパーコンピュータ概要と
スーパーコンピュータ利用入門(9/6)

14 12 6 6

SX-ACE 高速化技法の基礎(9/8) 2 2 2 0

並列コンピュータ高速化技法の基礎(9/9) 5 5 4 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(9/15) 3 2 2 0

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(9/16) 1 0 0 0

AVS可視化処理入門(9/27) 8 7 7 0

AVS可視化処理応用(9/28) 7 5 5 0

合計 149 117 96 21

講習会名 申込者数 受講者数
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◆受講者の内訳 

 
 
 

 
 
◆講習会についてどのようにお知りになりましたか。（複数回答可） 
 

 
 
 

 
 

学内 96

学外 22
教員 18

技術職員 3
事務職員 5

大学院生
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学部学生
30

研究員 6
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35

29
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掲示板(KOAN)
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2016 年度 大規模計算機システム利用講習会 アンケート集計結果 

 

◆受講者数 
 

学内 学外

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(6/6) 40 34 32 2

スーパーコンピュータ概要と
スーパーコンピュータ利用入門(6/10)

18 17 13 4

SX-ACE 高速化技法の基礎(6/16) 4 3 2 1

並列コンピュータ高速化技法の基礎(6/17) 5 3 2 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(6/23) 13 11 10 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(6/24) 2 1 0 1

Gaussian講習会(8/30) 6 5 2 3

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎(9/2) 21 10 9 1

スーパーコンピュータ概要と
スーパーコンピュータ利用入門(9/6)

14 12 6 6

SX-ACE 高速化技法の基礎(9/8) 2 2 2 0

並列コンピュータ高速化技法の基礎(9/9) 5 5 4 1

SX-ACE 並列プログラミング入門(MPI)(9/15) 3 2 2 0

SX-ACE 並列プログラミング入門(HPF)(9/16) 1 0 0 0

AVS可視化処理入門(9/27) 8 7 7 0

AVS可視化処理応用(9/28) 7 5 5 0

合計 149 117 96 21

講習会名 申込者数 受講者数
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◆開催日は適当でしたか。 
 

 
 
 
 
 
◆講習会の時間は適当でしたか。 
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 0 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 6 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /1 7 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 3 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 4 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 0 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /2 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )

AVS可視化処理入門 ( 9 /2 7 )
AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 0 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 6 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /1 7 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 3 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 4 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 0 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /2 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )

AVS可視化処理入門 ( 9 /2 7 )
AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )
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ちょうど良い

長い

短い
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◆会場の大きさ、場所は適当でしたか。 
 

 
 
 
 
 
◆講習会の内容はどうでしたか。 
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スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 0 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 6 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /1 7 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 3 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 4 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 0 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /2 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )

AVS可視化処理入門 ( 9 /2 7 )
AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )

5 10 15 20 25 30 35

適当 不適当

2

2

1

2

2
4

1
1
2

5
1
1

2
1

22
10

1
1

6

3
6

4

3

5
4

4
4

1
2
1

1
1

1
1

2

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 0 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 6 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /1 7 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 3 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 4 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 0 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /2 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )

AVS可視化処理入門 ( 9 /2 7 )
AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )
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難しい
やや難しい
ちょうど良い
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易しい

◆開催日は適当でしたか。 
 

 
 
 
 
 
◆講習会の時間は適当でしたか。 
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 0 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 6 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /1 7 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 3 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 4 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 0 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /2 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )

AVS可視化処理入門 ( 9 /2 7 )
AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 0 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 6 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /1 7 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 3 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 4 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 0 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /2 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )

AVS可視化処理入門 ( 9 /2 7 )
AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )

5 10 15 20 25 30 35

ちょうど良い

長い

短い
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◆講習会で取り扱った内容量はどうでしたか。 
 

 
 
 
 
 
◆講師の進め方はどうでしたか。 
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 0 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 6 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /1 7 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 3 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 4 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 0 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /2 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )

AVS可視化処理入門 ( 9 /2 7 )
AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 0 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 6 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /1 7 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 3 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 4 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 0 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /2 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )

AVS可視化処理入門 ( 9 /2 7 )
AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )

5 10 15 20 25 30 35

速い
やや速すぎる
普通
やや遅すぎる
遅い
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◆満足度は？ 
 

 
 
 
 

 
◆講習会の資料はどうでしたか。 
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 0 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 6 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /1 7 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 3 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 4 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 0 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /2 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )

AVS可視化処理入門 ( 9 /2 7 )
AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 0 )

S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 6 /1 6 )
並列コンピュータ高速化技法の基礎 (6 /1 7 )

S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (6 /2 3 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 4 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 0 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /2 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )

AVS可視化処理入門 ( 9 /2 7 )
AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )
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◆講習会で取り扱った内容量はどうでしたか。 
 

 
 
 
 
 
◆講師の進め方はどうでしたか。 
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AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )
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スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )

AVS可視化処理入門 ( 9 /2 7 )
AVS可視化処理応用 ( 9 /2 8 )
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◆皆さんの今後の研究・業務・勉学に役立つと思いますか。 
 

 
 

 
◆他の情報基盤センター等も含め、これまでにスーパーコンピュータを利用したことがありますか。 

 
 

◆「ある」と回答された方の利用方法 
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スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 6 /6 )
スパコン概要とスパコン利用入門 ( 6 /1 0 )
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並列コンピュータ高速化技法の基礎(6 /1 7 )
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S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 6 /2 4 )

G AUS S I AN講習会 ( 8 /3 0 )
スパコンに通じる並列プログラミングの基礎 ( 9 /2 )

スパコン概要とスパコン利用入門 ( 9 /6 )
S X - AC E  高速化技法の基礎 ( 9 /8 )

並列コンピュータ高速化技法の基礎 (9 /9 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( MP I ) (9 /1 5 )
S X - AC E  並列プログラミング入門 ( H P F) ( 9 /1 6 )
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◆サイバーメディアセンターの大規模計算機システムの利用を希望されますか。 
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2017 年度「 HPCI(High Performance Computing Infrastructure)利用」の 

活動状況 

 
HPCI(High Performance Computing Infrastructure)システムは、個別の計算資源提供機関ごと
に分断されがちな全国の幅広いハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）ユーザ層が
全国の HPCリソースを効率よく利用できる体制と仕組みを整備し提供することを目的とし
て構築され、2012年 10月より運用開始しました。北海道大学、東北大学、筑波大学、東京
大学、東京工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学の各情報基盤センター、

及び理化学研究所、海洋研究開発機構、統計数理研究所が資源提供機関となり、「京」を始

めとする計算機資源や、共有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、可視化装置等といっ

たシステムを、中立・公正で科学的・技術的・社会的根拠に基づき配分・提供しています。 
 
 
大阪大学計算機資源を利用する 2017年度 HPCI採択課題一覧 
利用枠 利用資源 研究課題名 

京以外 

産業利用課題 

（実証利用） 

VCC 新薬開発を加速する「京」インシリコ創薬基盤の構築 

京以外 

一般課題 
VCC 

イメージベース超並列有限要素弾塑性解析によるアルミニウム

鋳造合金のき裂発生メカニズムの解明[SPring-8との連携利用] 

京以外 

一般課題 
SX-ACE ツイストされた時空縮約モデルの数値的研究 

京以外 

一般課題 
SX-ACE 星形成と惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション 

京以外 

一般課題 
SX-ACE 高圧水素噴流の着火・燃焼現象の大規模数値解析 

京以外 

一般課題 

SX-ACE 
VCC 

極限状態クォーク系の第一原理計算 
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2017 年度「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」の活動状況 

 

「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」は、北海道大学、東北大学、東京大学、

東京工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学にそれぞれ附置するスーパー

コンピュータを持つ 8 つの共同利用の施設を構成拠点とし、東京大学情報基盤センターが
その中核拠点として機能する「ネットワーク型」共同利用・共同研究拠点として、文部科

学省の認可を受け、2010年 4月より本格的に活動を開始しました。 
本ネットワーク型拠点の目的は、超大規模計算機と大容量のストレージおよびネットワ

ークなどの情報基盤を用いて、地球環境、エネルギー、物質材料、ゲノム情報、Web デー
タ、学術情報、センサーネットワークからの時系列データ、映像データ、プログラム解析、

その他情報処理一般の分野における、これまでに解決や解明が極めて困難とされてきたい

わゆるグランドチャレンジ的な問題について、学際的な共同利用・共同研究を実施するこ

とにより、我が国の学術・研究基盤の更なる高度化と恒常的な発展に資することにありま

す。本ネットワーク型拠点には上記の分野における多数の先導的研究者が在籍しており、

これらの研究者との共同研究によって、研究テーマの一層の発展が期待できます。 
2017年度の課題募集には合計 52件の応募があり、東京大学情報基盤センターで開催され

た課題審査委員会及び運営委員会にて審議され、46 課題が採択されました。このうち 3 課
題が大阪大学を利用することとなっています。 

 
 

2017年度 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点 採択課題一覧 

課題代表者 研究課題名 利用大学 

柏崎 礼生 

（大阪大学） 

耐災害性・耐障害性の自己検証機能を具備した広域分散プラ

ットフォームの国際的展開と HPCI-JHPCNシステム資源と
の柔軟な連携 

北大、東北大、 

京大、阪大、 

九大 

阿部 洋丈 

(筑波大学) 

スケジューラと連動した広域データステージングに関する

検証・評価 

東大、阪大 

渡場 康弘 

(奈良先端科学

大学院大学) 

Construction of Universal Visualization as a Service (VaaS) on 
PRAGMA-ENT 

阪大 
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2017 年度 大規模計算機システム公募型利用制度の活動状況 

 
大阪大学サイバーメディアセンターでは、大規模計算機システムを活用する研究開発の

育成・高度化支援の観点から、本センターが参画する「ネットワーク型」学際大規模情報

基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）や革新的ハイパフォーマンス・コンピューティン
グ・インフラ（HPCI）の目的を踏まえつつ、今後の発展が見込まれる萌芽的な研究課題や
本センターの大規模計算機システムを最大限活用することで成果が見込まれる研究課題を

公募しています。2017年度は、下記の 10課題を採択しました。 
 
 
若手・女性研究者支援萌芽枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

飯田 英明 様 

(理化学研究所) 
格子ゲージ理論によるダークマターの研究 

伊藤 悦子 様 

(大阪大学 核物理研究センター) 

有限温度・有限密度 2カラーQCDの相図と超流動性
の解明 

開田 丈寛 様 

(九州大学 大学院理学府) 
厳密な Z3対称性を持つ量子色力学による格子計算 

金 賢得 様 

(京都大学 大学院理学研究科) 

水素の室温大量貯蔵・輸送を実現する多孔性材料の

分子ダイナミクスに基づく解明と先導的デザイン 

畑 昌育 様 

(大阪大学 レーザーエネルギー学研究

センター) 

キロテスラ級磁場下における超高強度レーザープ

ラズマ相互作用の物理 

樋口 公紀 様 

(九州大学 大学院理学府) 

大規模シミュレーションで見る宇宙初期から現在

に至る星形成史の変遷 

若山 将征 様 

(理化学研究所) 

格子QCDシミュレーションによる南部-ゴールドス

トン粒子の質量生成機構の研究 

 
大規模 HPC支援枠 採択課題 

代表者名 研究課題名 

河野 宏明 様 

(佐賀大学 大学院工学系研究科) 
格子量子色力学を使った高密度物質の研究 

千徳 靖彦 様 

(大阪大学 レーザーエネルギー学研究

センター) 

高強度レーザーによるイオン加速の研究 

長峯 健太郎 様 

(大阪大学 大学院理学研究科) 
宇宙の大規模構造と銀河形成 
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大規模計算機システム Ｑ＆Ａ 

 

2016 年度に当センターに寄せられた質問を掲載しております。 
同等の内容を下記の Web ページでも閲覧いただけます。 
http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/faq/ 

 

 

Ｑ．年度途中で資源(ノード時間)の追加は可能でしょうか？ 

Ａ．はい。可能です。資源追加の申請につきましては、以下の利用者管理 WEB システムから申請頂い

ております。 
 
利用者管理システム(要認証) 
https://zenkoku-web.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/saibed/ 

 
申請手順につきましては、以下のページにまとめておりますので、ご参照ください。 

 
一般利用(学術利用) 資源追加申請 
http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/service/basic_resourceadd/ 

 
 
Ｑ．年度途中で利用負担金の支払い費目や支払い時期を変更できますか？ 

Ａ．WEB システムからは変更できませんので、下記までご連絡ください。 

 大阪大学 情報推進部 情報基盤課 研究系システム班 
Mail: system@cmc.osaka-u.ac.jp 
TEL: 06-6879-8808 

 
 
Ｑ．ディスク容量を追加した場合、利用期限はいつまでですか？ 

Ａ．年度途中に申し込まれた場合でも、利用期限は年度末までとなります。翌年度にディスク容量を追

加しない場合は、データの整理を３月中にお願いいたします。やむを得ない事情がある場合や、間

に合わない場合は、ご連絡くださいませ。原則として、事前連絡無しにこちらでデータを削除する

ことはありません。 
 
 
Ｑ．ユーザ間でファイルを転送することは可能でしょうか？ 

Ａ．当センターのシステムでは、フロントエンドサーバからの SFTP、SSH、SCP 等は使用できません。

ローカルとフロントエンドサーバ間の SFTP は可能ですので、ご自身の端末を経由していただき、

転送していただきますよう、お願いいたします。 
 

 
Ｑ．bash を利用することはできますか？ 

Ａ．利用できます。 
ただし、ログインシェル(ログイン時の初期シェル)は C シェルとなっており、変更することは出来

ませんので、ログイン度に bash に変更していただく必要があります。 
エイリアスなどの設定を行う場合は、「.bashrc」ファイルをご自身で準備いただく必要があります。 
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また、「.cshrc」内で bash を起動しないようご注意ください。「.cshrc」ファイルで、他のシェルを起

動すると、SFTP が正常に動作しなくなる可能性があります。 
 

 
Ｑ．usage_view コマンドで表示される「残りノード時間(remaining)」が負の値になっている 

Ａ．ノード時間を残高以上に使用した場合(ノード時間を使いすぎてしまった場合)に、そのような表記

になります。 
※当センターではノード時間を 1 日に 1 度取得しますので、ノード時間の残高以上の計算も実行で

きてしまいます。 
 
本来ですと、ノード時間を使い切った時点で、 

(1)ジョブの新規投入 
(2)投入されている全ジョブの実行 

の両方を止めるべきなのですが、当センターのシステムの都合により、(2)を止める機能を搭載でき

ていないため、このようなこととなります。 
  
たとえば、8 月 1 日時点で、usage_view が下記のような表示だったとします。残りノード時間

(remaining)は 200 ノード時間です。 
  

[ SX-ACE ] 
shared use : 300 / 500 node-hour (remaining : 200 node-hour) 

  
仮に、8 月 1 日に SX-ACE で 20 ノードを使った、15 時間のジョブを実行したとしますと、計 300
ノード時間を消費することになります。 
8 月 2 日の usage_view は下記のようになり、残りノード時間(remaining)に負の値が表示されます。 
  

[ SX-ACE ] 
shared use : 600 / 500 node-hour (remaining : -100 node-hour) 

  
使いすぎてしまった分については、改めて料金を請求することは御座いませんが、もし年度中に「資

源追加」された場合は、使いすぎてしまったノード時間分を追加分から差し引いて処理することに

なります。 
年度を越えた際に、使用されたノード時間の情報は全てリセットされます。 

 
 
Ｑ．SX-ACE で 2GB 以上のデータを出力し、VCC で読み込むことはできますか？ 

Ａ．SX-ACE で 2GB 以上のデータを出力する場合は「F_EXPRCW」オプションを指定する必要があり

ます。また、SX-ACE と VCC ではバイトオーダが異なりますので（SX-ACE：ビッグエンディアン、

VCC：リトルエンディアン）、標準の状態では SX-ACE の出力結果を VCC で読み取ることが出来ま

せん。「F_UFMTENDIAN」オプションを指定することで、SX-ACE からリトルエンディアンで入出

力されますので、こちらも指定してください。 
  

例 
#PBS -v F_EXPRCW=［装置番号］   
#PBS -v F_UFMTENDIAN=［装置番号］   
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「F_EXPRCW」オプションを指定した場合、記録のバイト長が 8 バイト(通常は 4 バイト) 
となります。詳細は下記を御覧ください。 
 

FORTRAN90/SX プログラミングの手引  7.2.2.1 順編成ファイルの書式なし記録 
https://portal.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/secure/manual/SXACE/J/Fortran90_ProgrammersGuide.pdf 

 
従って、「F_EXPRCW」オプションが指定された出力結果を読み込む際には、実行する端末によら

ず、「記録のバイト長を 8 バイト」として読み込む必要があります。SX-ACE では読み込む場合は、

「F_EXPRCW」オプションを指定すれば、そのまま読み込むことが可能です。 
 
VCC で読み込む場合についてですが、GNU コンパイラ(gfortran)では、「-frecord-marker=8」という

オプションを、コンパイル時に指定していただくと、「記録のバイト長を 8 バイト」として読み込

むことが可能です。 
Intel コンパイラ(ifort)については、該当するオプションがありませんので、GNU コンパイラをご利

用ください。 
 
 
Ｑ．標準出力ファイル、標準エラー出力ファイルに対して任意のアクセス権を設定できますか？ 

Ａ．SX-ACE、VCC から出力される、標準出力ファイル、標準エラー出力ファイルは、umask コマンド

で指定したアクセス権に従い、出力されます。フロントエンドサーバ上で umask コマンドを実行し、

指定してください。 
HCC については、ステージングの都合上、決まったパーミッションで出力されます。ご了承くださ

い。 
※2016 年８月時点では標準出力/標準エラー出力ファイルのアクセス権は「-rw-rw-rw-」固定と

なり、umask コマンドでも変更することはできませんでしたが、利用者の皆様からの要望を受

け 2016 年 9 月に改修を行いました。 
 
 
Ｑ．MPI スレーブノードに対して、任意の PATH を指定することは可能でしょうか？ 

Ａ．ほぼ全ての環境変数は、#PBS -v によって MPI スレーブノードに対しても指定することができます

が、いくつかの環境変数はスケジューラ NQSII の標準機能(#PBS -v)で指定することが出来ません。

PATH もその一つになります。指定できない環境変数については下記マニュアルの 1.16 qsub(1)をご

参照ください。 
 
  NQSII 利用の手引き(利用者番号での認証が必要です) 
  https://portal.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/secure/manual/SXACE/J/NQSII_UsersGuide.pdf 
 

ただし、MPI 実行時オプションをご利用いただくことで、これらの環境変数をスレーブノードに対

して設定することが可能です。 
 
 
Ｑ．ディスク容量を超過した場合、どのくらいの期間でデータが削除されますか？ 

Ａ．ディスク容量は、基本的に「quota」という Linux のグループやユーザ毎にディスク容量を割り当て

る機能を使っています。 
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「quota」で決められた容量を超過した場合は、対象の領域(home 領域もしくは ext 領域)について、

新規のディスク書き込みができない状態になります。閲覧・削除等は可能ですが、対象の領域に対

して write を行うジョブは全てエラーとなります。 
 
 

Ｑ．AVS/Express PCE で、材料毎に解析結果を表示するモジュール select material が使用できない 

Ａ．AVS/Express PCE では select_cells_PARA モジュールを使用することで、材料毎の解析結果を表示す

ることができます。 
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